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  １．開  会 

○事務局（佐々木事業計画担当係長） 開会に先立ちまして、委員の皆様にお願いがござ

います。 

 本日は、オンラインでご出席いただいている方がいらっしゃいます。このため、ご発言

の際には、発言者が分かるよう、挙手あるいはご発声によりお知らせいただき、司会を進

行する者からお名前を呼ばれた後に発言をしていただきますようお願いいたします。 

 また、発言者が分かるよう、ご発言の前にご自身のお名前を名のっていただき、発言内

容が分かるようにゆっくりお話しください。 

 発言の中で分からない言葉がございましたら、ご遠慮なくお知らせください。 

 また、主に知的障がいの皆さんに対する取組でございますが、３色カードをご存じの方

もいらっしゃると思います。こちらのとおり、青色が同意します、分かりますという意味

でございます。こちらの黄色がもう少しゆっくり分かりやすく話してくださいという意味

でございます。最後に、赤色が難しい言葉があり、分かりません、ストップしてください

という意味でございます。このカードを本部会でも使用いたしますので、部会の進行にお

いてもご配慮いただきますよう、あらかじめよろしくお願いいたします。 

 なお、本日、議事録作成のため、有限会社札幌速記事務所の方が参加しております。議

事録作成のために、録音、録画をさせていただきます旨、あらかじめご了承願います。 

 事務局からは、以上となります。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、ただいまより令和５年度第１回札幌市障

がい者施策推進審議会計画検討部会を開催いたします。 

 このたびは、計画検討部会委員にご就任いただき、また、本日は、お忙しい中をご出席

いただきまして、誠にありがとうございます。 

 私は、本日の部会におきまして、部会長が決まるまでの間、司会を務めさせていただき

ます札幌市保健福祉局障がい保健福祉部企画調整担当課長の児玉でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 本日の会議時間は２時間程度を予定しておりますけれども、会議の進行状況によっては

若干前後することが予想されます。恐れ入りますが、ご承知おきくださいますようお願い

いたします。 

 それでは、まず、本部会の趣旨等につきましてご説明いたします。 

 本部会は、本日の議題にもありますとおり、今年度見直しを行いますさっぽろ障がい者

プランを見直す作業においてご意見をお伺いするために開催するものでございます。 

 特に、今回は次期プランのための基礎となる数値や現行プランの振り返り、国の基本計

画、それらを踏まえた次期プランの方針について、ご報告をさせていただきます。 

 部会の構成員は、札幌市の附属機関である札幌市障がい者施策推進審議会、札幌市自立

支援協議会、精神保健福祉審議会、福祉のまちづくり推進会議や関係協議会の委員の皆様、

障がい当事者や学識経験者などで構成させていただいております。 
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 本部会を事務局につきましては、企画調整担当課が務めさせていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

 

  ◎委員紹介 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、本日は初回ということもございますので、

委員の皆様に自己紹介をしていただきたいと思います。 

 お手元の名簿の順番に、所属とお名前などを簡単にご挨拶お願いいたします。 

○浅香委員 札幌市身体障害者福祉協会の浅香と申します。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

○斎藤委員 株式会社シムス代表取締役の斎藤です。 

 自立支援協議会子ども部会から出ております。よろしくお願いいたします。 

○松本委員 就労支援推進部会の松本健一と申します。 

 ふだんは札幌障がい者就業・生活支援センターたすくでセンター長として業務に当たっ

ております。よろしくお願いいたします。 

○原田委員 札幌みんなの会の事務局をやっています。障がいを持っています。原田千代

子です。よろしくお願いいたします。 

○長江委員 札幌市手をつなぐ育成会で会長をさせていただいております長江と言います。 

 私どもは、知的障がい者を持つ親の会です。よろしくお願いいたします。 

○長田委員 北海道学習障害児・者親の会クローバー事務局長の長田と申します。 

 発達障がい者支援地域協議会に属しております。よろしくお願いいたします。 

○時﨑委員 札幌地区重症心身障害児（者）を守る会から来ました時﨑由美と申します。 

 重度の知的障がいと身体障がいが重複している子どもや大人の親の会です。 

 私の息子も１７歳で高等部３年生ですけれども、重度の身体障がいと知的障がいがあり

ます。そして、また、胃ろうと吸引、吸入などの医療的ケアも行っていまして、札幌市医

療的ケア児支援検討会の委員もさせていただいております。 

 今年度よりこちらの会に初めて参加させてもらうことになりましたので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

○近藤委員 オンラインから失礼いたします。 

 北海道医療大学の近藤と申します。 

 札幌市では自立支援協議会全体会で会長を務めさせていただいております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

○荒川委員 相談支援事業所ノックの荒川と申します。 

 自立支援協議会相談支援部会から参加させていただいております。よろしくお願いいた

します。 

○石山委員 札幌市精神障害者回復者クラブ連合会の石山と言います。よろしくお願いい

たします。 
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○増田委員 一般財団法人北海道難病連の増田でございます。よろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 本日、１１名の委員の皆様にご出席いただいており

ます。 

 なお、北海学園大学工学部教授の石橋委員、札幌市精神障害者家族連合会会長の菅原委

員からは、所用のため、ご欠席とのご連絡をいただいております。 

 

  ◎事務局紹介 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、事務局を紹介いたします。 

 障がい保健福祉部長の成澤でございます。 

 障がい福祉課長の立野でございます。 

 自立支援担当課長の渡邊でございます。 

 その他関係職員が出席しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

  ◎資料の確認 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、お配りしております資料の確認をお願

いいたします。 

 事前にお送りしている資料は、資料１から資料６までとなっております。お手元の次第

の裏面に配付資料の一覧を記載しておりますので、併せてご確認ください。 

 よろしいでしょうか。 

 

  ◎障がい保健福祉部長挨拶 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、開会に当たりまして、障がい保健福祉部

長の成澤よりご挨拶を申し上げます。 

○成澤障がい保健福祉部長 皆さん、改めまして、障がい保健福祉部長の成澤でございま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 令和５年度第１回札幌市障がい者施策推進審議会計画検討部会の開催に当たりまして、

一言、ご挨拶をさせていただきます。 

 先ほど課長からもありましたが、まずは、この計画検討部会の委員就任にご快諾をいた

だきまして、大変ありがとうございます。 

 また、日頃から札幌市の障がい者施策推進につきまして、ご理解とご協力を賜りまして、

こちらについても感謝申し上げます。 

 この審議会につきましては、ご存じの方もいらっしゃるかもしれないですが、障害者基

本法に基づいて設置をしておりまして、札幌市の障がい者施策を総合的、計画的に進めて

いくための審議をするもので、先ほど課長からもありましたとおり、今回はさっぽろ障が

い者プランの計画期間が今年度で終わるものですから、次年度に向けて、この審議会に検

討部会を設けまして、より幅広くご意見を頂戴するために臨時の委員も加えさせていただ
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いて、ご意見を聴取していくということで進めさせていただく予定です。 

 現在のプランの６年間、計画期間中に障害者文化芸術推進法、読書バリアフリー法とい

う法律が二つ施行されております。 

 皆さんがご存じのとおり、ようやくコロナ禍が明けましたが、感染症、あるいは、最近

も地震がありましたが、災害への対応ということで、我々市民、障がいのある方を取り巻

く環境がかなり変わってきているのかなと思っております。６年先を見据えながら、そう

いったことをこの審議会で考えていくことができたらなと考えています。 

 これらのことを踏まえまして、委員の皆様におかれましては、日頃から長く障がい福祉

に携われて、豊かな経験に培われたご見識をぜひこの会議に提供していただきたいと考え

ております。 

 あとは、障がい当事者の原田委員には、自分が困っていることや気になっていることを

率直にこの会議の場で出していただければなと思っております。 

 会議の回数につきましては、この後、合計で４回とタイトですが、ぜひ次の６年をいい

計画にしてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 大変恐縮でございますが、成澤は別用務がございま

すので、ここで退室させていただきます。 

 

  ２．議  事 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 次に、議題１、部会長・副部会長の互選についてに

移りたいと思います。 

 本日は第１回の部会になりますので、議事進行を務めさせていただきます部会長、そし

て、副部会長の選出を行いたいと考えています。 

 選出につきましては、委員の皆様からの立候補またはご推薦がございましたらお願いし

たいと思います。 

 立候補、ご推薦はございませんか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○事務局（児玉企画調整担当課長） ないようですので、事務局案の提案をさせていただ

いてもよろしいでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、事務局といたしましては、札幌市障がい

者施策推進審議会の会長としてもご活動していただいております札幌市身体障害者福祉協

会会長の浅香委員を部会長に、副部会長につきましては、自立支援協議会会長を務められ

ております近藤委員をご推薦申し上げたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○事務局（児玉企画調整担当課長） ありがとうございます。 

 浅香委員、いかがでしょうか。 
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○浅香委員 お引き受けいたしますという答えですけれども、記憶では、これまで何回か

この会議がありまして、いつも座長を務めさせていただいておりますので、別な方へどう

ですかということを進言させていただいたのですけれども、今回もぜひということですの

で、務めさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 浅香会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 近藤委員、副会長にご就任していただいてよろしいでしょうか。 

○近藤委員 僣越ながらお引き受けさせていただきたいと思います。 

 ぜひ皆さんと一緒にいろいろと考えて進めていきたいと思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） よろしくお願いいたします。 

 それでは、ここからの進行は浅香部会長にお願いしたいと思います。 

 議事に入る前に部会長から一言ご挨拶をいただいた上で、引き続きご進行いただければ

と思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○浅香部会長 ご挨拶は既に申し上げましたので、早速ですけれども、議事進行に入らせ

ていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。 

 まず、会議の進め方について確認いたします。 

 冒頭に事務局からも案内がありましたが、ご発言の際には、発言者、発言内容が分かる

よう、なるべくゆっくりお話ししていただきたいと思います。 

 また、３色カードの使用はもちろんのこと、発言の中で分からない言葉などありました

ら、遠慮なくお知らせ、お申しつけください。 

 それでは、議事２、部会の公開・非公開についてに入りたいと思います。 

 事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） では、部会の公開・非公開についてご説明いたしま

す。 

 本日の第１回の部会につきましては、一般の方の傍聴は認めておりません。 

 今後の部会の開催に当たりまして、一般の方の傍聴の可否、議事録の公開の可否等につ

きまして、ご審議いただきたいと思います。 

 事務局としましては、他部局の審議会における取扱いなどと同様に、原則、部会を公開

ということが望ましいと考えております。 

 したがいまして、本日の部会につきましては、議事録を公開し、次回以降は一般の方の

傍聴を認めた上で議事録も公開するというふうにしたいと考えております。 

 なお、一般の方の傍聴につきましては、会場の広さなどの都合もありますが、支援者の

方も含め１０名程度の方を事前申込み制で認めることにしたいと考えております。 

 部会の開催案内につきましては、札幌市役所ホームページにおいて公表することを考え

ています。 

 私からの説明は以上です。どうぞよろしくお願いいたします。 
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○浅香部会長 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、各委員からご質問などが

ありましたら、挙手またはご発言等でお知らせください。 

（「なし」と発言する者あり） 

○浅香部会長 よろしいですか。 

（「異議なし」と発言する者あり） 

○浅香部会長 それでは、部会の公開・非公開については、事務局の提案のとおりといた

します。 

 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題１の報告事項１、障害者手帳所持者数等の状況についてです。 

 資料２に基づいて、事務局よりご説明をお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） それでは、障害者手帳所持者数等の状況についてと

いうことで、資料２をご覧ください。 

 １枚おめくりいただきまして、１ページ目、札幌市の障がいのある人の推移でございま

す。 

 札幌市発行の障害者手帳は３種類ございますけれども、２０２２年度末時点での合計は

約１３万５，０００人となっています。 

 下の表１のとおり、２０１９年度の約１３万２，０００人から、現在までに約３，００

０人が増加しております。身体障がい者はやや減少している傾向ですけれども、知的障が

い者、精神障がい者は年々増加しております。 

 続きまして、障がい別の状況でございます。 

 身体障害者手帳でございますが、２ページ目の表２のとおり、肢体不自由が最も多くな

っています。 

 また、表３のとおり、年齢別では、６５歳以上の方が全体の約７割を占めていることが

分かるかと思います。 

 続きまして、３ページ目の療育手帳でございます。 

 表４のとおり、Ａ、Ｂ、Ｂ－、どちらも年々増えていますけれども、特にＢ－（軽度）

の方が増加しています。 

 表５のとおり、年齢別では、１８歳以上の方が年々増加しております。 

 次に、４ページ目、精神障害者保健福祉手帳でございます。 

 身体、知的、精神、３障がいの手帳所持者のうち、この４年間で最も増加してきている

のが精神障がいでございます。 

 表６のとおり、２０１９年度から比較しますと、約３，０００人以上が増加していると

いうことが分かると思います。 

 最後に、５ページ目の札幌市の難病患者数でございます。 

 障害者総合支援法では、制度の谷間のない支援を行うために、障がいのある人の中に新

たに難病患者が加わっております。２０２３年４月１日現在で、３６６の疾病が障がい福
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祉サービスの対象となっておりまして、２０２３年４月１日現在で、３３８疾病が医療費

助成の対象となっております。 

 こちらの受給者証所持者数は、やや増加している傾向でございます。 

 資料２の説明につきましては、以上でございます。 

○浅香部会長 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、ご質問、ご意見等があれ

ばお願いしたいと思います。 

○原田委員 ５ページの疾病という意味がよく分からないので、説明をお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 簡単に言うと、病気と同じ意味です。３６６種類の

病気という意味です。 

○浅香部会長 難病連の増田委員、今の課長の説明でよかったですか。 

○増田委員 私からは何もありません。 

 ご意見は後ほど述べますので、よろしくお願いします。 

○浅香部会長 そのほか、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○浅香部会長 なければ、次の議題に移りたいと思います。 

 議題２の報告事項２の成果目標・活動指標の実績についてです。 

 資料３－１、資料３－２に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 続きまして、現行プランにおける成果目標・活動指

標の実績についてご説明いたします。 

 まず、資料３－１をご覧いただきたいと思います。 

 おめくりいただきまして、１ページ目、成果目標１、入所施設の入所者の地域生活への

移行でございます。 

 まず、施設入所者の地域生活への移行者数でございます。 

 現行プランの目標では、２０２０年３月３１日の施設入所者２，００９人のうち２０２

３年度末において６０人、３％の人が地域生活に移るということを目指しています。 

 下の図の２０２１年の数字をご覧いただきますと、地域生活への移行者数は、期累計で

３６人となっておりまして、入所者数比で１．８％となっております。現行の計画におい

ては、３％に向けて、おおむね計画どおりに削減されていると考えております。 

 次に、２ページ目、施設入所者数の減少でございます。 

 ２０２３年度末の施設入所者数が２，００９人から１１０人減少することを目指してお

ります。 

 下の図の２０２２年の数値をご覧いただきますと、今現在、施設入所者数が１，９２０

人で８９人減りました。入所者数比で４．４％となっておりまして、おおむね計画どおり

というふうに考えております。 

 続きまして、３ページ目、成果目標２、地域生活支援拠点等の整備及び機能の充実でご

ざいます。 
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 こちらについては、２０２３年度末までに１か所以上の支援拠点を確保し、その機能の

充実のため、年１回以上、検証、検討することを目指すということでございますが、２０

２０年度中にこちらは達成、確保済みというふうになっております。 

 続きまして、４ページ目、成果目標３、福祉施設から一般就労への移行でございます。 

 福祉施設利用者の一般就労への移行者についてですが、２０２３年度において、福祉施

設の利用者のうち、一般就労への移行者数を２０１９年度の実績６２１人の１．１１倍以

上とすることを目指しています。 

 ２０２１年現在では、６１４人、０．９９倍と１倍を下回っている状況でございますの

で、引き続き、目標の達成に向けて努める必要があると考えております。 

 続きまして、５ページ目、就労移行支援事業の利用者の一般就労への移行者でございま

す。 

 ２０２３年度において、就労移行支援の利用者のうち、一般就労への移行者数を１．０

１倍、４３０人以上にするということを目指しております。 

 こちらについても、２０２１年現在で約０．９２倍と１倍を切っておりますので、引き

続き、目標の達成に向けて努める必要があると考えております。 

 次に、６ページ目、就労継続支援Ａ型利用者の一般就労への移行でございます。 

 ２０２３年度において、就労継続支援Ａ型の利用者のうち、一般就労への移行者数を１．

１５倍以上にすることを目指しております。 

 こちらについては、２０２１年現在で１０５．７％、１．０６倍ということで、目標の

達成に向けて順調に推移しているのではないかというふうに考えています。 

 続きまして、７ページ目、就労継続支援Ｂ型利用者の一般就労への移行者でございます。 

 ２０２３年度において、就労継続支援Ｂ型の利用者のうち、一般就労への移行者数を２

０１９年度の実績の１．３６倍以上とすることを目指しておりますが、２０２１年では１

２０．９％、１．２１倍ということで、こちらは目標の達成に向けて順調に増加している

と考えています。 

 続いて、８ページ目、就労定着支援事業による利用者数でございます。 

 こちらは、２０２３年度における就労移行支援事業者を通じて一般就労に移行する方の

うち、７割の方が就労定着支援事業を利用するということでございますが、こちらについ

ては、２０２１年で４５．５％となっております。引き続き、目標達成に向けて努める必

要があると考えています。 

 ９ページ目、成果目標４、医療的ケアを必要とする障がいのある子どもへの支援でござ

います。 

 医療的ケアを必要とする障がいのある子ども等に関するコーディネート機能の構築でご

ざいますが、こちらにつきましては、現在、サポート医師を配置するなど、様々なところ

で構築中でございまして、より充実した機能となるよう取組を推進しているところでござ

います。 
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 次に、成果目標５、障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組の推進でござい

ます。 

 ２０２３年度末までに本市における障がい福祉サービスの質の向上を図るための取組で

ございまして、実施体制を確保していくほか、事業者支援の取組を推進しているところで

ございます。 

 具体的には、障がい福祉サービスに係る市職員向けの研修や、福祉事業所への就職を促

すために専門学校の学生に向けて魅力発信事業といった事業を行っております。現在、質

の向上に向けた取組を各種推進しているところでございます。 

 続きまして、最後になりますが、１１ページ、成果目標６、障がいのある人に対する理

解促進でございます。 

 「障がいのある人にとって地域で暮らしやすいまちであると思う障がいのある人の割合」

が６０％となることを目指しております。また、「障がいのある子どもにとって地域で暮

らしやすいまちであると思う保護者の割合」についても、６０％になることを目指してお

りますが、１２ページにございますように、現在、それぞれ４７．１％と３１．２％と、

どちらも目標値まで達しておりませんので、今後、ハード面でのバリアフリーはもとより、

心のバリアフリーなどの周知を行うことによって、数値を高めていきたいと考えておりま

す。 

 資料３－２につきましては、各種、細かいサービスの見込量と実績でございますので、

後ほど、お時間のあるときに目を通していただければというふうに思っております。 

 資料３－１、資料３－２の説明は、以上でございます。 

○浅香部会長 それでは、ただいまの事務局説明につきまして、ご質問、ご意見等があれ

ばお願いしたいと思います。 

○松本委員 今、説明をいただきました資料の１０ページ目です。 

 私は、この会に参加を求められたときに、数値を予算に向けてどういうふうに確保する

のかということが中心の議題になるのだろうなと思ったので、数、予算ももちろん大事で

すけれども、この質という部分がとても大事だろうと意見していけたらいいなと考えてお

りました。 

 まず、ここに書かれている障がい福祉サービス等の質の向上を図るための実施体制、事

業所支援の取組の推進ということで、今、ご説明がありましたが、市の職員向けの研修で

あったり、学生に福祉の魅力を分かってもらって人材がというところは、あまり質にはつ

ながっていないのではないかなと個人的には思ったのです。この質というものを数値で表

現するのはとても難しいことだと思いますし、以前の計画なので、今さらという話になる

かもしれませんが、今、説明のあった市の職員向けの研修や学生への福祉の魅力の発信と

質というのはどういうふうに因果関係を考えていらっしゃるのか、少しご説明いただけれ

ばと思いました。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） まず、市職員向けの研修でございますけれども、や
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はり障がい当事者の方が相談に来られるところは区役所の窓口というふうに考えておりま

すので、区役所の職員、特に区役所の新任の職員に対して、札幌市内でどのようなサービ

スが行われているかということについて、研修で周知しているところでございます。 

 また、専門学校生など学生を対象とした魅力発信事業でございますけれども、やはり障

がいなり福祉事業所に就職したいという母数を増やすこと、つまり、より多くの学生が希

望することによって、それにつれて質の高い職員も増えていくのではないかというふうに

考えています。 

○事務局（渡邊自立支援担当課長） 自立支援担当課長の渡邊です。 

 サービスの質の向上について、事業所に向けた研修もやっておりまして、そこでは職場

環境の改善という意味で、障がいの事業所で働く方の職場定着であったり、働きやすさも

図っているところです。 

 人材不足も言われていますので、その職員が職場に定着する中できちんとした支援を行

えるというような目的を持って、これまでは職員向け、職場向けであったり、あとは、今、

児玉が申し上げたように、学生の方にも意欲を持って障がい福祉の現場で働いてもらえる

ようにということで、事業を実施しております。 

○浅香部会長 そのほかにいかがでしょうか。 

○長田委員 利用者側の立場ですので、私のところに入ってきたいろいろな声をお届けし

たいと思います。 

 一般就労をしてから定着支援を受けるまで半年間が空くということに関して、親御さん

もご本人もとても不安があるという声を聞きます。 

 それで、目標の達成に向けて努めるということの達成よりも、その定着支援の中身とい

いますか、せっかく一般就労したので、安心して働けるという環境をどういうふうにして

いただけるのか、それから、支援をどういうふうに利用していけるのかなというところを

ご本人も家族も知らない場合が多いと耳にしますので、そういうところを丁寧に周知でき

るような持っていき方をしていただければと思います。よろしくお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 今のご意見を次のプランの成果目標で具体化できる

ように考えたいと思います。 

○浅香部会長 そのほかにいかがでしょうか。 

 オンラインでご出席の皆さん、いかがでしょうか。 

○近藤副会長 ２点ほど、ご確認させていただきたいと思います。 

 先ほどサービスの質のお話をいただいていたかと思うのですけれども、そもそも市でイ

メージをしている質というのが具体的にどのようなものなのか、もしありましたら確認し

たいというのが１点です。 

 もう一つが、成果目標６の障がいのある人に対する理解の促進に関連して、なかなか達

成しないということですけれども、例えば、この中でご家族やご本人が、なぜ暮らしやす

いまちであるというふうに捉えていないのかという課題はどのような状況になっているの



- 11 - 

 

かを分かる範囲でご確認させていただきたいなと思います。 

○浅香部会長 事務局のお答えの前に、私から関連してお聞きします。 

 成果目標６の理解促進のパーセンテージを６０％にするということですが、これは施策

によって前提があると思うのですけれども、どうして６０％なのか。本来であれば、これ

は基礎の基礎になる数字だと思うものですから、できる、できないは別としても１００％

と持っていくのが筋ではないかなというふうに思っています。少しでも近づけていく方向

で、たとえ上の当初のご意見が２０２０年度で４６％で、次回に５５％になって、その次

に６５％になったでも構わないので、やはり行政なり市民が努力して積み上がっていった

ものですよということで、あくまで前提として１００％を目指していますというぐらい上

げたほうがすっきりするのかなと私は感じています。 

 先ほどの近藤副部会長の意見と併せてお願いします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） まず、成果目標６のなぜ皆さんが暮らしやすいまち

だというふうに感じていないのかですが、ハード面でのバリアフリーがなかなか進んでい

ないということと、特に冬の雪の関係があるので、移動の際に困難を感じる方が多いのか

なというところが大きな原因ではないかと私は考えています。 

 それと、ハード以外の心のバリアフリーについても、各種アンケートでは、まだ言葉も

聞いたことがないという方も中にはいらっしゃいますので、そういったことの普及啓発も

遅れているのではないかなと我々は考えています。 

 そして、続いて、最初の質問の質の確保の点ですけれども、近藤副部会長、もう一度お

願いできますでしょうか。 

○近藤副部会長 質というのが少し抽象的ですから、札幌市としてどのようなものを具体

的に質と捉えているのかがあれば、可能な範囲でお知らせいただければなというお話でし

た。 

○事務局（渡邊自立支援担当課長） どういったサービスが質がいいということかでござ

います。 

 その方の状況をアセスメントのできる事業所や相談支援事業所の職員がきちんとアセス

メントする、そのアセスメントに基づいて支援計画を立てる、その支援計画に沿ったサー

ビスをきちんと提供できる、あとは、その計画に沿って支援が適切にされたかどうかとい

うことを確認した上で次の支援につなげていく、そういった支援の見通しを確認したサイ

クルに沿ってきちんと支援していくということが質の高いサービスになるかと思っていま

す。 

 ですので、事業所に対して、今申し上げたようなアセスメントやサービスの提供に関す

る研修といった観点での指導をしていければと思っております。 

○浅香部会長 原田委員、今の説明で分からなかったことはありませんか。 

○原田委員 自分が経験したことをお話しします。 

 障がい者が住みやすい地域生活のことですけれども、私は、今、一人暮らしをしていま
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すが、そのアパート探しがすごく大変でした。なぜかほとんどの大家さんに断られまして、

なぜだろうかなと思ったりしていました。 

 今、住んでいるところは、住んでいいよということだったのですけれども、最初の頃は、

障がいのことをよく知ってくれている不動産屋さんに十何件と探してもらっても全部断ら

れました。なぜなのか、やはり知的障がいを持っているから、アパートを貸したはいいけ

れども、何か事故があったときにどう対応していいのか分からないのだと思いました。 

 私は、今、福祉サービスを使ってヘルパーさんを使っています。調理するにもガスを使

うので、それは必ず火は気をつけています。それでも、貸したくない理由はやはり理解し

てもらっていないからで、入所施設などに入れればいいではないと思うのですよね。やは

り、アパートを探しても、なかなか住めない仲間たちもいます。探しても断られるのはど

うしてなのかなと。自分もそういう経験してきたので、どこまで障がいを持っている人の

ことを理解してもらえるのかは、話をするとか、発信していかないとなかなか伝わらない

と私は思っています。 

 当事者の人は、専門家や区役所の人が来ても、最初に会ったときには一切話をしません。

何回も顔合わせしないと当事者は話をしません。ただアンケートを取って、その数字を言

われても、私は何の意味なのかが分からないし、それを同じ仲間たちに伝えるときもどう

いうふうに話をしていいのかが分からないときもあります。分かる人は分かる、分からな

い人もいる、知的障がいや重度障がいを持っている人に話をしても分からないと決めつけ

て、意思決定をしているのに、分かろうともしない。そういうアンケートでも、当事者向

けなのか、親向けなのか、分からない。それをどういうふうに答えたらいいのかも分から

ない。結局、内容が分からないと答えることもできないし、そういう話もできない人もい

るし、支援者がいる人は支援者に手伝ってもらえるけれども、家族と一緒に住んでいる人

もいると思うのですよね。そうなると、どういうふうに説明したらいいのか親も分からな

いし、その当事者も紙１枚が来て答えてくださいと言われても答えられないし、どういう

ふうに答えていいのか分からないこともいっぱいあり過ぎて、難しい漢字に振り仮名を振

っていても何の意味かが分からないのです。 

 私は、知的障がいがあるから振り仮名を振ってほしいのですが、特に前もって資料を見

ても横文字や英語で書いてあると分かりません。例えば、資料５－１を見たのですけれど

も、東京オリンピック・パラリンピックのレガシーという言葉の意味が分かりません。そ

れから、もう一つ下に視点と書いているところの英語も分からない、何の意味なのか、ほ

とんど分かりません。分からないと、私も、ほかの仲間たちに説明するのもすごく難しい

し、聞かれてもどういうふうに答えていいのか分からないことがあって、横文字を使うと

きや英語が書いてあるときは、下でもいいのですけれども、括弧づけで必ず説明を書いて

もらいたいなと思いました。 

○浅香部会長 貴重な当事者の意見だと思いますので、まとめてこれからの施策の中身に

反映していただければと思います。 
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 障害者差別解消法や、障がい者コミュニケーション条例など、いろいろな施策、条例、

法的整備はなされてはいるものの、市民、道民、国民にさっぱり周知されないものですか

ら、何年たっても同じ事柄が繰り返されているというような状況で、私も国にいろいろ提

言をさせていただいているのです。基本的には、一番お金のかからない取組方法の一つか

なというふうに思っていますので、これからこの部会の中でまた協議させていただきたい

と思います。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

（「なし」と発言する者あり） 

○浅香部会長 それでは、次の議題に移りたいと思います。 

 議題３の報告事項３、令和４年度障がい児者実態等調査結果について、資料４－１、資

料４－２に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） では、資料４－１をご覧ください。 

 こちらは、昨年１１月から１２月に実施いたしました調査の概要でございます。 

 おめくりいただきまして、１ページ目でございます。 

 こちらは、調査対象者と抽出数と各調査方法について記載しておりますので、ご確認い

ただければと思います。 

 続きまして、２枚目、表面でございます。 

 令和４年度札幌市障がい福祉施策に係る障がい児者実態調査についてでございます。 

 結果のまとめでございますが、我々の所管といたしましては、コロナ禍において、より

影響を受けやすい障がいがある皆様にとって、市民の障がい者への理解が若干低下した一

方、そうした困難な状況下においても障がい福祉サービス事業者の懸命な尽力によりまし

て、満足度はおおむね向上したというふうに考えているところでございます。 

 １の障がい者調査でございますけれども、障がい福祉サービスの量、内容、質について

は、満足が３年前の調査と比較して、それぞれ上昇しております。 

 一方で、理解が深まっているかというところでは、３年前と比べて残念ながら低下して

いる状況でございます。 

 ヘルプマークの認知度については、上昇しております。 

 次の障がい福祉サービスの情報入手手段は、スマホが３年前と比べて上昇しております。 

 情報入手手段として一番多いのは広報誌でございまして、次が新聞、テレビなどのニュ

ースで、次が施設職員となっておりまして、それに次いで４番目の多さになっています。

今後、デジタルやＤＸを活用した広報が必要になってくるのかなと考えているところでご

ざいます。 

 次に、２の障がい児調査でございます。 

 こちらは、サービスの量、内容については、先ほどの障がい者調査と逆に低下というふ

うになっております。 

 一方、対応としては満足という方が３年前と比べてやや上昇している状況でございます。 
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 また、障がい者への理解が深まっているかという質問に対しては、残念ですが、３年前

と比較して低下している状況でございます。 

 ただ、ヘルプマークの認知度については上昇しております。 

 また、こちらについても、障がい福祉サービスの情報入手手段のスマホについては、５

１．３％と一番多い数字になっておりまして、２位がかかりつけ医、３位が福祉職員とい

う結果になっております。 

 裏面の市民意識調査の結果でございます。 

 市民の方の意識ですけれども、障がい者に積極的に声をかけて手伝おうと考えている方

が、３年前と比較いたしまして大きく上昇しております。 

 また、今後、手助けをしたいという方も増えております。 

 障害者差別解消法の認知度につきましては、若干でございますが、上昇しております。 

 ヘルプマークの認知度も大きく上昇しているところでございます。 

 心のバリアフリーの認知度につきましては、４５．３％と過半数までは行っていない状

況でございます。 

 また、障がい者にとって暮らしやすいまちであると考える方は、数字を若干修正してお

りますが、３年前２７．３％が現在３０．６％とやや上昇しております。 

 次に、企業意識調査でございます。 

 合理的配慮について、今、障害者差別解消法の中で法的義務化になったということを知

っている企業が２２．９％にとどまっておりまして、法的義務化に向けて何らかの取組を

行っている企業は２１．６％となっておりまして、こういったところの取組がなかなか進

んでいないのかなと考えております。 

 最後に、事業所調査でございます。 

 福祉支援事業所の皆様にアンケートをしたところ、令和３年度は赤字であるといった事

業所が３年前と比べて非常に増えております。 

 次の目標とする職員数は充足していないが、業務をこなせる人数は確保しているという

ところが３５．３％の企業でございまして、不足しているといったところが１５．３％い

らっしゃいました。 

 採用が困難な原因として、一番の理由がやはり賃金が低いということでございまして、

こちらは５８．３％と上昇しております。 

 また、今、トピックになっておりますヤングケアラーでございますが、やはり事業所の

方が発見することが多いと考えております。そのため、ヤングケアラーについての認知度

は、約９割近い事業所の皆様がご存じであり、発見したことがあるという事業所も１割以

上でございます。 

 また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響があると答えていただいた事業所が８７％

でございました。 

 私からの説明は、以上でございます。 
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○浅香部会長 ただいまの事務局説明につきまして、ご質問、ご意見等があればお願いし

たいと思います。 

○増田委員 今の説明に対して意見を言わせていただきます。 

 障がい者の調査、そして、障がい児の調査並びに企業の意識調査から、障がい児、障が

い者への理解が前回よりは低下していること、企業における合理的配慮の取組が進んでい

ないという現状があるということ、様々な要因が考えられますが、私どもはちょっと残念

に思いました。 

 難病に関して付け加えさせていただきますと、昨年、全国の難病患者と医師を対象にし

た難病における意識調査が行われました。その中で難病に対する理解の現状について聞い

たところ、患者、医師、いずれも難病の理解の向上の啓発活動が不足している、そして、

企業に対しては、難病に対する企業の理解が十分ではなく、難病患者の就労に困難がある

と多数が回答していたと思います。 

 社会の理解が進まないということで、意欲があっても社会参加しづらい障がい者、難病

患者が多くいます。 

 私ども北海道難病連、患者団体は、ピアサポート活動を通じて、患者と社会の架け橋に

なる活動を長年続けております。私ども経験を持つ当事者だからこそできるピアサポータ

ーが、まだまだ不足しているのではないかというふうに思っております。 

 ぜひとも、札幌市には、ピアサポーターの養成、活用を重視して、このプランに盛り込

んでいただきたいと思います。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 難病をお持ちの方の社会参加に関しては、やはり大

きな課題だと考えておりますので、ご意見いただいたピアサポーターのお話についても検

討させていただきたいと思います。 

○増田委員 ぜひとも、その辺のところもお含みください。よろしくお願いいたします。 

○浅香部会長 そのほかにいかがでしょうか。 

 私からお聞きします。 

 この調査の中で４，０００件ほどの回収があったわけですけれども、個別避難計画を希

望する障がい者が４４％、児が４２％、ざっと千七、八百人が希望するという回答だった

のを初めて見てびっくりしたところだったのです。 

 これは、単純に丸つけで希望する、しないで回答するものでしたか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 冊子の８２ページの問い３１をご覧いただけますで

しょうか。 

 選択肢が四つございます。 

○浅香部会長 分かりました。 

 この数字を初めて見たものだからびっくりしたのです。以前、災害等ではないですけれ

ども、白石区で知的障がいの方が他市から引っ越しをしてきて、相談する体制がなかった

ということで亡くなった姉妹の方がおられたときに、ほかの障がい者の方に相談体制が何
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か必要ですかと聞いたらほとんどない状況だったのですが、皆さん、やはり災害について

は、不安に思っている方が多いのだなと思って、さっぽろ障がい者プランの中でも重い項

目の一つに入れたほうがいいかなと思っておりました。 

 どの障がいとは関係ないのではないというのではなくて、時﨑委員のところは重症の心

身障がいのケア児の方々の団体ですけれども、もし地震や風水害が起きたときに助ける体

制づくりというのが何かあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

○時﨑委員 重心の親の会でも災害の場合の避難行動、避難計画については、みんなすご

く興味があって、いつもテーマに挙がるのです。 

 重心の子どもたちは福祉避難所というところに避難することになると思うのですが、以

前はその福祉避難所というのが公開されてなくて、まず、地域の避難所に行って、そこで

福祉避難所を教えてもらってから行かなければいけないというふうになっていたのですけ

れども、重心の親の会からも事前に福祉避難所を教えていただきたいという要望を上げま

したら、札幌市で公開してくれるようになったらしく、それだと事前に自分はここ行けば

いいのかなというのが分かるようになりました。 

 最初は、福祉避難所を公開してしまうと、そこに殺到してしまうのではないかという懸

念があったらしく、公開していなかったのです。でも、それでは遅いということで要望し

たら、事前に教えてもらえるところも出てきたので、大変助かっているという状況なので

す。 

 それで、お聞きしたかったのが、結局、私どもも個人一人一人の避難計画を立てていな

いと思うのですけれども、これで希望するにしたら何か立ててもらえるものなのですか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 今、町内会を通して名簿を提供させていただいて、

それの同意があった方に対して個別避難計画をつくっております。 

○時﨑委員 そうしたら、私は町内会に入っているのですけれども、今のところそういう

ことを聞かれていないのと、町内会に入っていない人は聞かれないようなシステムになっ

ているのでしょうか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 現在、我々行政には障がいを持つ方のリストがあり

まして、町内会の求めに応じて、それを提供することになっています。そして、町内会で

は、それぞれ障がいのある方に個別の計画を希望しますかということで希望を募って、希

望者の方の計画を作成するのですが、市では町内会が計画作成等を行うための支援を行っ

ております。 

○時崎委員 初めて知りました。どうもありがとうございます。周知していきたいと思い

ます。 

○浅香部会長 ほかにございませんか。 

○長田委員 それに関連してですが、今初めて知ったということもありますし、ほかの障

がい者というか、結局、私たち知的障がいと発達障がいのような、ああいう場面で集団で

暮らしていくことがなかなか難しい人たちに対して、今までどういう計画があったのでし
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ょうか。私たちは知らなかったです。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 現状、手帳をお持ちの方に対して町内会経由の制度

があったのですけれども、個別につくってほしいということに対して何か計画をというの

はありませんでした。 

○長田委員 ３．１１のときに、特別支援学校などを開放してもらえないだろうかという

のがとても疑問に思ったのですよね。 

 ですから、そういうところであれば、この個別に対応もあるし、親も一緒に対応できる

のではないかなと思ったのですが、そういう計画というか、声というのは札幌市の場合は

ないのでしょうか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 個別避難計画の内容ですけれども、近くの避難所は

どこにあるか、そこにどうやって行くのかということをお話ししながらつくっていくもの

でして、特別にどこかを用意するというものではありません。 

 例えば、どこか近くのところに個別に避難できないかどうかという意見については、我々

のほうでは集約していなかったものですから、今後、もし希望が出てくれば何らかの対応

が必要かもしれません。 

○浅香部会長 ほかにございませんか。 

○長江委員 個別避難計画自体がどういうような計画なのか、例えば、親がいる場合、親

がいない場合、移動に対しての計画なのか、災害が起きて避難所に行く、行かないという

ことなのか、教えていただきたいです。 

 それと、町内会に登録してという話ですけれども、小さいときからいるところは周りも

知っているのですが、先ほど原田委員が言ったように、私どもも賃貸で借りるときに本人

が特別支援学校と書こうとしたら、それは書かないでください、普通に高校生と書いて大

丈夫ですと言われて、そういうものなのだということを知ったのです。 

 やはり、先ほど言ったように、障がいへの理解ということが一番だと思うのです。何を

するよりも障がいを知っていただく、原田委員がおっしゃった暮らしやすいというのは、

こういう子がいるのだよと、この子たちは安全なのだよということを知っていただくとい

うことなのです。確かに、暴れる子もいます。でも、暴れるには暴れる理由があるのです。

いつも暴れるわけではないですということを、周りの町内会であったり、いろいろなとこ

ろに知っていただく、根本的なことを広げていかないと、ただ避難計画を立てたからとい

って、知的障がい者や精神障がい者がそのように動くかと言われたら、それは何とも言え

ないのです。 

○浅香部会長 ほかにございませんか。 

○長田委員 町内会にそういう人がいるということをなかなか言い出せない、その根本は

やはり差別です。あそこの家はこうだよというようなことが広がっていけば、暮らしやす

さはなくなっていく、それに、本人もやはり知られたくないという方もいるのですよね。

そこで、では、権利擁護としてどういうふうにするのか、今、町内会と言われてびっくり
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したのですけれども、それは考え見直していただきたいと思います。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 確かに、我々もそういうところはすごく課題だと考

えていまして、偏見や間違った考えについては、心のバリアフリーということで、我々の

出前講座や研修という活動に力を入れておりまして、今、計画しているのは、町内会や地

域の団体に我々が出向いて、そういう心のバリアフリー、理解を深める活動を積極的にし

ていこうと考えています。 

○浅香部会長 ほかにございませんか。 

○長江委員 多分、バリアフリーの勉強会というのは、町内会や成人の方向けという形だ

と思うのですけれども、私は、小学校の段階で行うのが一番取り入れやすいと思っていま

す。 

 それで、通常の小学校であれば、４年生ぐらいに障がい者体験というのを社協から借り

てやっていたりするのですけれども、その車椅子体験や目の見えない方などの体験も大事

だと思うのですが、目に見えて普通と思われる知的障がいや精神障がいは、やはりそこを

理解してもらう勉強会を小学校向けに進んでいってほしいなと私は考えております。 

 心のバリアフリーはすごくいい部分で、大人だったり、企業だったり、いろいろなとこ

ろであると思うのですけれども、私は、雑念のない小学校３年生、４年生ぐらいで理解し

てもらうと。それは、知的障がいだけではなく、いろいろな障がいや難病があるのだよと

いう勉強をもう少しやっていただきたいなと思います。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 小学校からバリアフリーの研修、出前講座をしてほ

しいということで、実際に行くこともあるのですけれども、小学校のお子さんもすごく勉

強していて、すごく熱心で、我々も来てよかったな、お話ししてよかったなと思うことが

すごくあります。 

 今後も、引き続き、小学校や小さいお子様相手にバリアフリーについて、研修や授業を

行っていきたいと思います。 

○浅香部会長 そのほか、いかがでしょうか。 

○荒川委員 相談支援事業所ですから、差別のところを少しお話ししておいたほうがいい

かなと思っております。 

 先ほどあった障がい理解というところでは、今、札幌市内委託相談事業所、基幹を入れ

て１９か所あって、そのうち１０区、１か所ずつ、全部で１０事業所に地域支援員という

地域と連携する相談員が配置されております。例えば、民生委員の研修や町内会の研修で

障がい理解の勉強会をしたり、相談事業所とはどういうことをしてくれるところですかと

いうような講師をやっているところです。 

 もちろん、行政がそういう講演活動をしてくださっても構わないですし、すごく効果的

だと思いますが、できれば割と身近な存在というところで相談員がもっと活躍できるよう

にしていきたいなと思っているところです。 

 一応、そういう活動もしているということを親の会の方にも分かっていただきたくて、
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今、発言しました。 

○浅香部会長 そのほか、いかがでしょうか。 

○事務局（立野障がい福祉課長） 障がい福祉課長の立野です。 

 先ほどの個別避難計画の関係で、少しだけ補足させていただければと思います。 

 今、札幌市でこの計画について課題だと認識していまして、保健福祉局では、ほかの部

局とも連携しながらモデル事業を始めようという話になっています。そういう中で、皆さ

んからいただいたご意見も踏まえながら、今後どういった形でやっていけるのかを検討し

ていきたいと考えています。 

 今後、ご協議いただく部分もあるかもしれませんので、ぜひよろしくお願いします。 

○浅香部会長 ほかにございませんか。 

○斎藤委員 子ども部会の立場から発言したいと思います。 

 最近、児童デイサービスの職員の方々から、小学校、中学校で、明らかな障がいを持っ

た子どもに対するいじめのようなものがとても増えているというお話を聞いています。 

 このアンケートの２１０ページの障がい児調査、問い５０というところがありまして、

差別経験の内容については、じろじろ見られたが４７．５％で最も高く、次いで、嫌なこ

とを言われたが４６．３％とあるのですよね。 

 小学校や中学校で支援級の子どもをターゲットにした、みんなで嫌な言葉を言うという

ことが実際にかなり増えているように私は実感しています。これは数字を取ったわけでは

ないのですけれども、そういうふうに発言している児童デイサービスの職員が最近とても

増えてきています。 

 これは何なのだろうなと思うのですけれども、やはり子どもだから許されるということ

ではなくて、やはり人権教育というか、差別を許さない教育が弱いのではないか、学校現

場の中で教職員の方々はその部分がすごく弱いのではないかなと思います。 

 それで、保護者の方は、自分が学校に乗り込んでいって、子ども同士を何とかすること

はできませんので、どうしても学校の先生に仲介をお願いして、相手の親に言ってくださ

いということをせざるを得ないという立場ですから、その中で先生が協力的でなければ、

もうどうすることもできないという話を、最近、結構聞いております。 

 数字上はそれほど差別がないようになっていますけれども、実際は増えているので、そ

の辺の人権教育というのがとても大事なのかなと思っています。 

○浅香部会長 貴重なご意見として承っておきます。 

 そのほか、いかがでしょうか。 

○原田委員 今、いじめというか、差別的なことがあったと斎藤委員が言っていたのです

けれども、私も昔、小学校、中学校のときは、本当に仲間外れにされたり、すごく冷たい

目で見られる、無視される、こっちが挨拶しても無視される、なぜなのかなと思ったこと

もあります。 

 自分がいじめられていることを誰にも言えなかった、先生に言っても、先生は、ただ、
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気にするんじゃないと言うだけで、自分はつらいし、嫌な思いをしていると訴えているの

に、先生方は、ただ、気にするんじゃないと言うだけです。こっちは気になっていっぱい

いっぱいになっているのに、何も聞いてくれないのです。 

 また、親にも言えませんでした。私の親は亡くなってもういないのですけれども、特に

母親が小学校のときに学校に来て、授業の後で父母懇談会に参加しました。一クラスだっ

たので、同じクラスの生徒のお母さんたちが集まって、担任の先生が１人だったので、話

をするのですけれども、母親が話をすると、その同じクラスの親に笑われたと母親は悔し

涙を流して帰ってきました。それで、なぜなのかなと、母親は言語障がいがあって、相手

にうまく伝えられなくて、すごく悔しい思いをして帰ってきて、その後に私はクラスから

仲間外れにされてきました。 

 そして、中学校のときはもっとひどかったです。無視される、ばい菌呼ばわりされる、

ちゃんとお風呂に入っているのにばい菌呼ばわりされて、よっぽど学校の屋上から飛び降

りたいと自殺も考えたことがあります。自殺したら楽は楽かもしれない、でも、残された

親はすごく悔しい思いをするなと思ったのです。 

 いつもニュースでいじめを苦にして自殺していった子どもたちを見ると、自分もそう考

えたことがあるので、気持ちは分かるのですけれども、でも、私は、そこで負け犬にはな

りたくない、障がいがあるからって、それをいじめの対象にするのはおかしいなと思った

し、これが小さいときから、小学校に上がったときから、障がいを持っている人を交えた

教育がないから、障がいを持っているからこっち、障がいを持っていない人はこっちと壁

をつくって、みんなと一緒に教室に入っても、何で来たのという顔をされる、それが本当

に自分の中で一番つらいし、誰にも相談できなかった思いがあります。 

 今こうやって淡々と話せるけれども、その当時は誰にも言えなかった。話もできなかっ

た。私は、死ぬまでずっと心の中にしまっておこうと思ったことが多くて、そういういじ

めを苦にして自殺したニュースを見るたびに、自分もそういうふうに考えたことがあった

から、やはりそういう研修でも、勉強会でも、当事者を交えて一緒に勉強したら、小学校

へ行っても、中学校へ行っても、高校へ行っても、大学へ行っても、そういうことはない

のかなと思ったし、なぜいじめがなくならないのかなと考えると、そういう障がいを持っ

ている子どもたちと普通の子どもたちが分けられているから、どういう対処をしていいの

か分からないから、いじめが始まるのだなと思います。 

○浅香部会長 大変申し訳ありません。予定の時間を２０分ほどオーバーしています。 

 今日は、主に、さっぽろ障がい者プランはこうありたいという行政側の説明だったのだ

けれども、皆さん方には、本当に熱心に２回目以降の議論になるのではないかという内容

を第１回目からお話をしていただいて、２回目以降の重点施策にしなければならない課題

が今日の１回目で既に見通しがついたかなと本当にうれしく思っています。 

 最後に質問を設けたいと思いますけれども、時間の関係上、次の議題に移らせていただ

いて、議題４の報告事項４、国の基本計画・基本指針の見直しについて、資料の５－１、
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資料５－２に基づいて、事務局より説明をお願いいたします。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） まず、資料５―１をご覧ください。 

 第５次障害者基本計画の概要でございます。 

 こちらは、国におきまして今年３月に策定された基本計画でございます。 

 位置づけといたしましては、政府が講じる障がい者施策の最も基本的な計画ということ

になっておりまして、こちらは市の障がい者プランにおける障がい者計画の部分について、

本計画に沿って市の障がい者プランを策定することというふうになっております。 

 計画期間は、令和９年までの５年間となっております。 

 Ⅱの総論の主な内容でございますが、基本理念といたしましては、共生社会の実現に向

け、障がい者が、自らの決定に基づき、その能力を最大限発揮して自己実現できる、社会

的障壁を除去するといった方向を定めたものでございます。 

 基本原則は、地域社会における共生等、差別の禁止、国際的協調でございます。 

 Ⅲの社会情勢の変化は、まさに今後のプランの重要課題になるところではないかと考え

ておりますが、１点目、２０２０年東京オリンピック・パラリンピックのレガシー継承の

レガシーは遺産という意味でございます。こちらは、オリンピック・パラリンピックのと

きに認知度が広がった心のバリアフリー、さらにハード面のバリアフリーというものを進

めていくということでございます。 

 ２点目、新型コロナウイルス感染症拡大とその対応ということで、先ほどございました

個別避難計画といった災害対策、デジタル技術の導入もありますし、孤立・孤独対策もこ

の中に入ってくるのかなというふうに思います。 

 ３点目、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現となかなか難しい言葉が並びます

けれども、こちらについては、障害者差別解消法の周知や、先ほどありましたいじめ、虐

待といったものをなくすような人権への配慮が目標として入ってくるのかなと考えていま

す。 

 続いて、右側の４、各分野に共通する横断的視点ですが、こちらも国と国の間の条約の

理念の尊重及び整合性の確保、ユニバーサル教育といったものになると思います。２点目、

共生社会の実現、３点目、当事者本位、４点目、障がい特性等に配慮したきめ細かい支援、

次に、障がいのある女性、子ども及び高齢者に配慮した取組といったところが挙がってお

ります。 

 Ⅲの各論の主な内容でございます。 

 １１の分野がございますが、次ページ以降に詳細に記載されておりますので、これにつ

いての説明は省略させていただきたいと思います。 

 続きまして、資料５－２をご覧いただきたいと思います。 

 こちらは、厚生労働省が作成しているものでございます。 

 こちらにつきましては、さっぽろ障がい者プランの障がい者福祉計画、障がい児福祉計

画における成果目標やサービス量の見込みについて参考にするものでございます。 
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 皆さんにお配りしたものでは（案）となっておりますが、既に確定しております。案が

取れたものが最新のものでございます。 

 おめくりいただきまして、１ページ目でございます。 

 この基本指針は、繰り返しになりますが、市町村及び都道府県が障がい福祉計画及び障

がい児福祉計画を定めるに当たっての基本的な方針となっております。 

 こちらは、原則３年の期間になっております。 

 構成等がございますが、飛ばさせていただいて、おめくりいただいて、３ページ目の成

果目標でございます。 

 こちらにつきましては、こちらに挙げられている目標をベースに、市の実情を踏まえま

して、今後、新しい障がい者プランに盛り込む予定となっております。 

 簡潔でございますが、説明は以上でございます。 

 それでは、続きまして、議題５につきましても一括してご説明させていただきます。 

 議題５、さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定方針についてでございます。 

 資料６－１、さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定方針についてをご覧ください。 

 まず、１、さっぽろ障がい者プラン２０２４の構成でございますが、さっぽろ障がい者

プランとは、障がい者計画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画を一体のものとした札幌

市の障がい福祉施策を推進する計画となっております。 

 現行のさっぽろ障がい者プラン２０１８につきましては、２０２４年３月にて６年間の

計画期間が終了いたしますので、内容を全面的に見直しすることにしております。 

 なお、現行プラン策定後、２０１８年に施行されました障害者文化芸術推進法と、２０

１９年に施行されました読書バリアフリー法では、地方自治体が計画推進に努めるよう求

めておりますことから、このたびの新しいプランにおいては、障がいのある方の文化芸術

の推進、読書環境の整備の観点を取り入れて、これら二つの推進計画も含んだものにする

予定でございます。 

 次に、２、さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定方針でございますが、障がい者施策

を取り巻く法制度など国の動向や、先ほどご説明させていただいた国の基本計画、基本指

針、第２次札幌市まちづくり戦略ビジョンなど札幌市の上位計画のほかに、議題２でご報

告いたしました現行の障がい者プランの進捗状況、議題３でご報告いたしました障がい児

者実態調査、その他現行のプラン策定後の新たな課題などを踏まえまして、現状と課題を

整理しまして、次期プランにおいて新たに取り組むべき課題、重点的に取り組むべき課題

など方向性を検討してまいりたいと考えております。 

 最後に、お手元の資料６－２、さっぽろ障がい者プラン２０２４の策定スケジュールを

ご覧ください。 

 今年度は、本日開催しております第１回計画検討部会を皮切りに、今後おおむね毎月開

催させていただきますが、その部会での審議を経まして９月頃には計画の素案を作成した

いと考えています。 
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 なお、次回の部会では、プランの柱となります重要課題や施策体系、成果目標等につい

てご審議いただきたいと考えております。 

 計画の素案が完成いたしましたら、各附属機関への承認や報告を得まして、秋の庁内会

議を踏まえ計画策定させまして、市議会の厚生委員会に報告させていただきます。 

 その後、パブリックコメントを実施いたしまして、令和６年３月の公表を予定しており

ます。 

 策定スケジュールにつきましては、非常にタイトになっておりますが、議論の進捗状況

によりましては、随時、見直しを行う部分もあると思いますので、ご理解いただきますよ

うお願い申し上げます。 

 説明は、以上でございます。 

○浅香部会長 それでは、議題４と議題５を引き続いて事務局から説明していただきまし

たけれども、ご質問、ご意見等があればお伺いしたいと思います。 

○原田委員 資料６－１の２番目のさっぽろ障がい者プラン２０２４の策定方針ですけれ

ども、現行の分野の障がい等への理解促進のところに振り仮名がないので、振ってほしい

です。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 分かりました。大変失礼しました。今後注意します。 

○浅香部会長 そのほかはいかがでしょうか。 

○長田委員 読書バリアフリー法について確認したいのですが、これは視覚障がい者が対

象というふうに捉えるのですか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 主に、視覚障がい者が対象になっています。点字図

書を普及するといった内容が主になっています。 

○長田委員 実は、視力はあるけれども、視覚として捉えていないという学習障がい、Ｌ

Ｄ児者に関して、拡大文字、それから、行に注視して読めないというところをこの読書バ

リアフリー法の中に入れていただけるのかはどうですか。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 法律の中では「視覚障害者等」になっていまして、

その中には発達障がいも入りますので、学習障がいもその中に含まれるのかなというふう

に考えます。 

 具体的には、アクセシブルなと書いていますけれども、先ほどお話がありました学習障

がいの方も読みやすいようなというふうに読めると思っていますので、我々のプランの中

では、そういったことに配慮したものもぜひ盛り込んでいきたいと思っております。 

○長田委員 拡大文字や拡大読書器についてもお願いしたいと思います。 

○浅香部会長 そのほか、いかがでしょうか。 

○松本委員 資料５－２、「障害福祉サービス等及び云々障害児通所支援等の円滑な実施

を確保するための基本的な指針」改定後概要（案）というものと、今回のそのプランとい

うものはどういう関係性なのか、理解できていないので、聞きたいなと思います。 

 なぜ聞きたいのかを先に言ってしまうと、いかに私がサービスの質にこだわっているか
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という話になりますけれども、この資料の４ページ目の右、⑧番のところに、先ほどお聞

きしました質をどう向上させていくのかという取組について書かれています。 

 例えば、都道府県・市町村では、いわゆるサービス事業所に対する指導監査の適切な実

施とその結果の関係自治体との共有する体制の有無及びそれに基づく共有回数というもの

が書かれています。これはすごく直球で聞きますと、今回のプランで質を担保するために、

指導監査的な数値目標的を入れたり、割合や件数といったものを盛り込むことができると

いうふうに読み取れるのか、僕は、この資料とプランの関係性がうまく理解ができていな

かったので、その辺りを少し説明していただけるとうれしいなと思って質問しました。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 国が示している成果目標、活動指標は、基本的に盛

り込む方向で考えています。 

 ただ、札幌市の実情を踏まえることが必要なので、そのままの数値を使えるかどうかは

今後の検討になっております。 

 先ほどの監査のところですけれども、こういったところも、このまま採用するかはまだ

検討中です。現在のプランの中でも、実は、サービスの質の向上のところで、指導監査結

果の関係市町村との共有という目標がございまして、関係自治体との共有ということで、

指定取消しなどの行政処分等になった場合は監査結果を関係自治体と共有する取組を行い

ますということを、一応、目標に挙げているところです。 

○松本委員 理解が追いついていない点もありますが、そこは今後の協議の中で盛り込ん

でいくことも可能であるというふうに捉えていいのか、いや、実態にそぐわないから無理

だということなのかを聞きたかったです。 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 今後の協議の対象になります。 

 ですから、我々が今後示していく目標の中でそれが不十分だということであれば、ぜひ

ご意見いただければと思います。 

○浅香部会長 それでは、最後に、一言も話していない石山委員、全体を通してでもいい

から何かございませんか。 

○石山委員 先ほど差別の問題が出ていたと思うのですけれども、一つ事例ですが、私ど

ものすみれ会で、つい最近、手術が必要な患者さんが精神科以外の他科を受診して、診察

していくに従って手術はできないと断られたということがありました。 

 精神を患っていると他科での差別の事例が何件かあったりして、今後の障がい者プラン

の中でもそういった差別の問題、障がい理解の問題は議論していただきたいと思います。 

○浅香部会長 それでは、来月から月１回会議ということですが、大体、２時間の会議が

相場だと思うのだけれども、このメンバーでいくとプラス３０分ぐらい必要かなと思いま

すので、取りあえず１２０分にしていただいて、現実的には１５０分までいいよという皆

さん方のご理解の下、このさっぽろ障がい者プランを深めていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

 本日予定をしておりました議題は全部終了いたしましたので、以上をもちまして、本日
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の部会を終了させていただきます。 

 それでは、事務局にお返しいたします。 

 

  ３．閉  会 

○事務局（児玉企画調整担当課長） 浅香部会長、円滑なご進行をいただき、誠にありが

とうございます。 

 委員の皆様には、熱心にご議論いただきまして、本当にありがとうございます。 

 次回の第２回検討部会は、７月４日火曜日を予定しております。 

 時間は２時間を予定しておりますけれども、十分な時間を取って、本当にたくさんのご

意見をいただければというふうに考えています。 

 追って、案内文を送付させていただきます。 

 それでは、以上をもちまして、令和５年度第１回札幌市障がい者施策推進審議会計画検

討部会を終了させていただきます。 

 皆様、本日は本当にありがとうございました。 

                                  以  上   


